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１．調査研究の目的 

ビールの原料に適した品質の大麦を栽培する事を目標に、ビール醸造家が求

める「ビール麦」タンパク含有量の品質基準 10～11％を目指す。ビール麦の

品質を求める栽培技術について、関係機関のアドバイスを受けながら調査研究

を行う。 

また、大麦栽培過去 6 年間の栽培記録、播種から収獲・保管までの作業工

程を報告。 

 

２．調査研究の内容 （過去 6年間比較表） 
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3．大麦作業工程について 
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4．「ビール麦」タンパク含有量の品質基準について 

追肥によるタンパク含有量の増加を目的とした試験を平成 30 年度より

液肥散布から行ったが基準値には到達しなかった。令和 2 年度より液肥散

布と資材散布を行う事でタンパク含有量の基準値を達成する事が出来てい

る。 

又、追肥時期を変える事によってタンパク含有量が変化する事は見られな

かったが、追肥を行う事でビール麦が窒素を吸収した場合にタンパク含有量

の増加、収穫物の増収に繋がると試験結果から考えられる。 

 「ビール麦」タンパク含有量の品質基準については、倒伏の危険性も懸念

されるが追肥により窒素分を補給する事が有効 
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令和1年度 令和3年度 基準値

総窒素 1.7 2.04 1.44-1.92

整粒歩合 95.30% 98.2% 95％以上

発芽勢 75% 99% 98％以上

水感受性 2% 1% 10％未満

5．今後の課題「発芽勢」について 

  

  

 

 

        

 

               原麦分析値 

発芽勢の基準値（98％）を達成する事がビール麦の品質にとって重要な 

事だと考える。発芽勢の数値を高める為に適期収獲、低温乾燥、委託選別調 

整作業と様々な試験を行ってきた。令和 1 年度から令和 3 年度にかけて発芽

勢が目標の基準値まで達成する事ができた。今後もタンパク含有量と発芽勢を

調査研究しビールの原料に適した品質の大麦を目指す。 

 

 

     

4月 11日 整地作業 4月 12日 播種作業 

4月 28日 大麦圃場 5月 16日 除草剤散布 
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        7月 7日 追肥作業 8月 1日 収穫作業 

大正大麦笑の会 
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